
 

 

参加自治体の復興課題と人材に期待すること 

説明会に参加する自治体に、復興課題・重点取り組み分野と外部人材に期待することを聞きました。

津波被害の大きさ、原発事故の影響の有無、そして震災前から抱える人口減や高齢化など、それぞ

れの自治体の置かれている状況により、復興の課題や重点取り組み分野にも特徴が表れています。 

 

 復興の課題・重点取り組み分野 外部人材に期待すること 

釜石市 

（岩手県） 

湾口防波堤の整備、仮設住宅から災害公営住宅への移行、

商店街の再設計等が進み、自治体も地域住民も、震災以

前の生活形態に戻ろうとしている。一方で、橋野高炉の

世界遺産登録、2019 年ラグビーワールドカップの開催決

定など、震災以前にみられなかった新しい「釜石の価値」

を生み出す気運も高まっている。現在、「釜援隊」をは

じめとする官民一体の地域創生事業や、地域住民参画型の

グリーンツーリズムといった観光産業を促進している。 

・行政と民間企業の間を取り持ち、

新たな産業の仕組みをつくる 

・豊富な経験と復興支援への熱意

で、中小企業の活動を長期的に

支援する 

・笑顔と思い遣りで、釜石のまち

を更に明るくする 

大槌町 

（岩手県） 

震災から 4 年で人口が約 3,500 名減少し、仮設住宅入居

者は約 3,500 名、町外避難者は約 3,000 名となっている。 

移転先の宅地や災害公営住宅などの建設は進んでいるが、

面整備の遅れにより全体的に工期に遅延が生じている。商

業者の多くが仮設店舗での営業を行っているが、今年度

中に中心市街地の計画を策定し商業の活性化を図る。 

平成 30 年度中に全世帯の住宅再建及び町の復興を目標

としており、ハードからソフト面へ課題が移りつつある。 

・新たな観光商品の発掘・育成、

モデルツアー等を行い、交流人

口を拡大し、特産品販売額を増

加。 

・UIJ ターン推進イベントの企画、

移住者レポートの発行等を通じ

た「大槌ファン」の拡大 

岩泉町 

（岩手県） 

岩泉町は、少子高齢化と震災からの復興という二つの課

題を抱えている。人口は最盛期から 4 割減少し、高齢化

率も 40%に。震災では、住宅、公共施設、漁業施設に津波

被害を受け、原発事故による風評被害が発生している。 

これらの課題を乗り越えるため、「地域での新しい支え合

いの仕組み」「町の宝を活かした新しいチャレンジ」が重

点取組となっている。現在、障がい者支援、観光、ジオ

パーク、商店街振興、コミュニティビジネス支援等の活

動を実施している。 

・自分の経験や技術と町の資源を

あわせて起業もしくは事業立ち

上げをしてほしい 

・岩泉町と都市部のコミュニケー

ションをより広く、より深くし

てほしい 

・自分ばかりではく、町内の他の

チャレンジも応援してほしい 

石巻市 

（宮城県） 

平成 27 年度と平成 28 年度を復興事業のピークと想定し

ており、特に復興公営住宅整備事業、区画整理事業、市

街地再開発事業などの復興まちづくり事業の加速化を目

指している。また、産業の復旧・復興・新たな事業も併

せて推進していく。 

・土木技術を活かした、設計・施

工管理及び事業間マネジメント

をお願いしたい 

・新たな防災集団移転団地に係る

地域コミュニティづくりに協力

してほしい 

・産業振興を推進する、新たな観

光交流施設等におけるマネージ

ャーとして活躍してほしい 

田村市 

（福島県） 

「帰還住民の支援」から「住民主体の新しい地域づくり」

へと活動の転換期と位置づけ、都路地区の住民が主体的

に地域づくりをしていくサポート、および、田村市全体の

連携を促進し地域資源を有効に活用して地域おこしを加

速させることに注力していく。 

・地域のさまざまなものに興味を

持ち、仲間や住民と一緒に地域

資源の可能性を考えられる人 

・住民の気持ちを尊重しつつ、企

画提案をしながら一緒に動ける

人 

・ボランティアの受入れや地域の

PR 活動の企画や調整ができる人 



北塩原村 

（福島県） 

北塩原村の人口は約 3000 人。近年は、集落からも若者が

少なくなり、原発事故による風評被害も追い討ちをかけ、

特に宿泊を伴う教育旅行や家族旅行が減少するなど、活

力低下を招いている。  

村民、団体、集落それぞれに、キラリと光る資源はあり、

これらの資源の主体的な連携、気運の高まりを支援するた

め、人口減少対策（空家対策、利活用、移住定住）と、

村内の様々な活動主体の力をつなぐことに取り組む。 

・ともに汗をかきながらふれあい、

地域に溶け込んでくれる方 

・新鮮かつ柔軟な発想、視点で、

村民が気付かない資源をみつけ

てくれる方。また、さらにその

良さを引き出してくれる方 

・アウトドアスポーツも楽しみた

いという方（豪雪地帯です） 

双葉町 

（福島県） 

福島県双葉町は原発事故により全町民が全国に分散し避

難生活しており、この状況は今後も長期化することが予

想される。 

この状況の中で、役場・関係機関・町民が一体となって

町民のコミュニティ維持・発展に取り組んでいく。 

・町民の方と直接接触し、一人ひ

とりの思いをヒアリングしなが

ら、信頼関係を構築してほしい 

・町民の復興に向けた力を引き出

してほしい 

・未知の課題に対して諦めずに取

り組んでほしい 

※表は参加自治体担当者へのヒアリング（2015 年 7 月）を元に「WORK FOR 東北」事務局が作成 

また、東北各地で活動する団体へ、復興の担い手であるリーダーをサポートし事業を推進する「右

腕」人材を派遣している NPO 法人 ETIC.は、支援先の団体の状況を「震災復興に関わる行政の予算、

各民間基金などの助成が減少する中、震災から 5 年目となる今年は、本当に力のある団体かどうか

真価が問われる時期。これまでに培ったノウハウをモデル化し、持続可能な形への転換が必要と考

えている。一方で、福島の復興はこれからが本格化の時期なので、引き続きサポートしていく予定」

ととらえています。 

 


